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平
成
24
年
清
瀬
市
議
会
第
1
回

定
例
会
は
、
3
月
1
日
（
木
）
か

ら
3
月
27
日
（
火
）
ま
で
の
27
日

間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
24
年
度

清
瀬
市
一
般
会
計
予
算
及
び
国
民

　

清
瀬
市
一
般
会
計
予
算
は
、
歳

入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
増
額
し

た
も
の
の
市
税
収
入
が
90
億
円
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。
歳
出
で
は
、

社
会
保
障
費
や
国
民
健
康
保
険
な

ど
の
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
増

加
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
経
常
経

費
の
増
加
に
対
し
財
政
調
整
基
金

か
ら
の
繰
入
な
ど
で
対
応
せ
ざ
る

を
得
ず
、
市
財
政
は
引
き
続
き
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、「
安
心
し
て

住
め
る
ま
ち
を
目
指
す
取
組
み
」

「
人
づ
く
り
を
進
め
る
施
策
」「
活

気
あ
る
協
働
の
ま
ち
の
推
進
」「
み

ど
り
の
保
全
・
快
適
住
環
境
都
市

へ
の
取
組
み
」
な
ど
に
対
応
す
る

予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
の
規
模
は
、
前

年
度
と
比
較
す
る
と
率
で
6.0
%

減
の
250
億
4
千
500
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
「
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
を
目

指
す
取
組
み
」と
し
て
、防
災
マ
ッ

プ
兼
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、

防
災
備
蓄
食
糧
、
避
難
所
用
備
品

の
充
実
、
妊
婦
健
康
診
査
に
お
け

る
超
音
波
検
査
を
全
て
の
妊
婦
の

方
に
助
成
、
消
費
生
活
相
談
等
の

強
化
な
ど
。

　
「
人
づ
く
り
を
進
め
る
施
策
」

と
し
て
、
小
中
学
校
の
読
書
活
動

を
支
援
す
る
学
校
図
書
館
運
営
サ

ポ
ー
タ
ー
の
充
実
、「
命
の
教
育
」

の
推
進
を
図
る
た
め
、
赤
ち
ゃ
ん

の
チ
カ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
全
小

中
学
校
で
実
施
な
ど
。

　
「
活
気
あ
る
協
働
の
ま
ち
の
推

進
」
と
し
て
、
都
市
農
業
の
活
性

健
康
保
険
事
業
、
下
水
道
事
業
、

駐
車
場
事
業
、
介
護
保
険
、
後
期

高
齢
者
医
療
の
各
特
別
会
計
予
算

等
の
市
長
提
出
議
案
36
件
、
委
員

会
提
出
議
案
1
件
、
議
員
提
出
議

案
（
意
見
書
等
）
10
件
、
報
告
1

件
、
請
願
3
件
、
陳
情
7
件
を
審

議
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
清
瀬
市
一

般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
予
算

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
3
月
9

日
（
金
）・
3
月
12
日
（
月
）・
3

月
13
日
（
火
）
の
3
日
間
で
審
査

し
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
等
の
審
議
結

果
に
つ
い
て
は
、
11
面
・
12
面
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年　

第
１
回
定
例
会

    

平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　

 

賛
成
多
数
で
可
決

　

平
成
24
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し

（3月 25 日、オープニングセレモニーでのテープカット）



(2)平成 24年 5月 15日きよせ市議会だより

　

市
民
生
活
は
年
々
厳
し
さ
を
増

し
、
市
税
一
人
当
た
り
の
負
担
額

を
み
て
も
26
市
平
均
よ
り
も
低
い

こ
と
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
は
、
就
職
相
談
窓

口
の
常
設
や
二
中
、
清
明
小
の
雨

漏
り
対
策
な
ど
市
民
要
望
が
一
部

反
映
さ
れ
ま
し
た
が
、
暮
ら
し
や

子
ど
も
を
守
る
対
策
な
ど
は
消
極

的
な
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
保
税
の
値
上
げ
は
、
被
保
険

者
の
約
８
割
を
占
め
る
所
得
200
万

円
以
下
の
世
帯
を
直
撃
す
る
も
の

で
到
底
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

家
屋
の
倒
壊
か
ら
命
を
守
る
た

め
に
耐
震
化
未
実
施
の
木
造
住
宅

の
工
事
助
成
を
再
三
求
め
て
き
ま

し
た
が
検
討
も
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質

の
影
響
か
ら
子
ど
も
を
守
る
対
策

は
、
学
校
な
ど
の
給
食
食
材
の
測

定
を
継
続
し
、
市
場
の
検
査
漏
れ

を
逃
さ
な
い
う
え
で
も
重
要
視
す

べ
き
で
す
。
親
か
ら
の
不
安
の
声

が
あ
る
中
で
芝
小
、
清
小
の
給
食

の
民
間
委
託
は
撤
回
す
べ
き
で
す
。

　
「
東
日
本
大
震
災
」
が
発
生
し
、

一
年
経
過
し
ま
し
た
。
一
刻
も
早

い
「
復
旧
・
復
興
」
を
進
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
経
済
は

景
気
低
迷
の
影
響
に
よ
り
、
３
年

連
続
物
価
が
下
落
す
る
等
、
市
税

収
入
も
90
億
円
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
予
算
の
重

点
施
策
と
し
て
、
災
害
用
備
蓄
資

材
や
避
難
所
用
備
品
の
充
実
、
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
等
を
行
う

と
共
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策

と
し
て
、
太
陽
光
発
電
機
器
設
置

に
大
幅
助
成
を
行
い
、
農
業
経
営

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
に
よ
る
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
の
整
備
、
買
い
物
弱
者

へ
の
支
援
、
農
商
工
共
同
に
よ
る

「
ひ
ま
わ
り
市
」
の
開
催
、
国
蝶

で
あ
る
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
が
生
息
で

き
る
緑
の
環
境
を
再
生
さ
せ
る
萌

芽
更
新
等
、
新
事
業
に
配
慮
し
た

予
算
組
み
を
図
り
、「
行
財
政
改

革
計
画
」
や
「
人
材
育
成
基
本
方

針
計
画
」
を
着
実
に
実
行
し
、
公

共
施
設
の
耐
震
化
等
、
積
極
的
に

進
め
る
予
算
に
賛
成
致
し
ま
す
。

　

公
明
党
を
代
表
し
、
平
成
24
年

度
一
般
会
計
予
算
の
賛
成
討
論
を

行
い
ま
す
。
依
然
と
し
て
景
気
低

迷
の
影
響
に
よ
り
、
市
財
政
は
引

き
続
き
厳
し
い
状
況
の
中
、
重
点

施
策
と
し
て
災
害
備
蓄
資
材
や
避

難
所
備
品
の
充
実
、
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
、
太
陽
光
発
電
機
器

設
置
補
助
の
増
額
、
買
い
物
弱
者

へ
の
支
援
、
校
舎
屋
上
防
水
な
ど

の
事
業
は
大
い
に
賛
成
致
し
ま
す
。

　

任
意
予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン
の
継

続
、
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

開
設
も
評
価
し
ま
す
。
平
成
24
年

度
は
、
国
保
税
の
改
正
、
介
護
保

険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
改
定
と
市
民
の
負
担
が
増
え
ま

す
。
今
、
政
治
に
必
要
な
の
は
、

リ
ー
ダ
ー
の
不
退
転
の
覚
悟
と
合

意
形
成
に
向
け
た
努
力
、
そ
し
て

市
民
に
痛
み
を
受
容
し
て
貰
う
説

得
力
で
す
。
市
民
の
問
い
合
わ
せ

に
は
誠
意
を
持
っ
た
対
応
を
、
そ

し
て
市
政
の
課
題
に
は
説
明
会
を

開
催
し
説
明
・
説
得
を
行
う
こ
と

を
求
め
、
賛
成
討
論
と
致
し
ま
す
。

　

税
収
が
伸
び
悩
む
一
方
で
、
民

生
費
は
増
え
続
け
、
経
常
経
費
の

増
加
を
、
基
金
の
取
り
崩
し
で
対

応
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

　

今
後
、
市
庁
舎
な
ど
公
共
施
設

の
建
て
替
え
や
耐
震
補
強
の
規
模

次
第
で
、
市
財
政
は
綱
渡
り
を
強

い
ら
れ
ま
す
。

　

市
民
生
活
の
側
か
ら
見
る
と
、

収
入
が
増
え
な
い
中
で
の
国
保
税

や
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
に
な
り

ま
す
。

　

住
民
に
説
明
し
、
問
い
か
け
に

応
え
、
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の

「
納
得
し
て
も
ら
う
行
政
」
が
必

要
で
す
。

　

市
の
事
業
に
対
す
る
第
三
者
評

価
の
実
施
、
８
年
ぶ
り
の
補
助
金

適
正
化
検
討
委
員
会
で
は
、
外
部

委
員
に
よ
る
公
平
公
正
な
行
政
へ

の
提
言
を
期
待
し
ま
す
。

　

第
４
次
行
革
を
確
実
に
実
行
し
、

身
の
丈
に
合
っ
た
行
政
を
進
め
、

安
定
し
た
財
政
基
盤
を
確
立
す
る

こ
と
を
強
く
求
め
て
賛
成
致
し
ま

す
。

化
を
図
る
た
め
、
き
よ
せ
産
農
産

物
の
普
及
推
進
の
た
め「
き
よ
せ
」

の
名
入
り
出
荷
容
器
等
購
入
助
成
、

商
工
会
が
行
う
買
い
物
弱
者
対
策

（
宅
配
事
業
）
へ
の
助
成
な
ど
。

　
「
み
ど
り
の
保
全
・
快
適
住
環

境
都
市
へ
の
取
組
み
」
と
し
て
、

み
ど
り
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
萌
芽
更
新
を
実
施
、
国
蝶
「
オ

オ
ム
ラ
サ
キ
」
の
ふ
化
及
び
放
蝶

事
業
、
け
や
き
通
り
の
景
観
を
維

持
す
る
た
め
、
ケ
ヤ
キ
診
断
と
そ

の
結
果
に
基
づ
い
た
剪
定
、
伐
採
、

補
植
の
実
施
な
ど
の
事
業
に
予
算

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
は
、
全
体
で

は
前
年
度
と
比
べ
て
率
で
6.3
％
増

の
169
億
800
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 　

　

平
成
24
年
度　

一 

般 

会 

計 

予 

算 

討 

論 

要 

旨

市　税
8,979,039
35.9％

　市債
   1,497,000
6.0％

国庫支出金
     4,506,467

18.0％

地方交付税
   3,768,000
  15.0％

都支出金
 3,867,170
15.5％

　    諸収入    繰入金
   105,631   304,479
0.4％1.2％

その他
2,017,214
8.0％

民生費
13,770,834

  55.0％

公債費
   2,225,359
  8.9％

総務費
   2,438,428
  9.7％

教育費
2,366,552
 9.5％

土木費
    1,033,119
  4.1％

衛生費
     1,754,944
   7.0％

議会費
      256,974
   1.0％

その他
1,198,790
4.8％

歳出

歳入総額　25,045,000 千円 歳出総額　25,045,000 千円

　　一般会計歳入歳出予算構成表

歳　入 歳　出
（単位：千円）

歳入


